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１．はじめに

昨年度より、既知の小惑星の特性調査で天文学に貢献しようと観測を始めた。小惑星の測光

観測は、冷却CCDカメラで行われるのが一般的である。しかし、本校にはその設備がないため、
デジタル一眼レフカメラで測光を試みた。

デジタル一眼レフカメラで小惑星の測光観測をできるかどうか、①カメラの感度は十分か、

②カメラのノイズの影響はないか、③測光の結果は妥当かを調べることを当面の目的とした。

２．観測方法

観測日時 ① 2011年11月26日 22時～24時 （小惑星 # 45 ）
② 2012年12月16日 22時～24時 （小惑星 # 129 ）
③ 2013年 1月10日 22時～24時 （小惑星 # 129 ）

観測場所 栃木県大田原市 ふれあいの丘天文館

使用機材 ①天体望遠鏡 65cm 反射望遠鏡
ｆ＝ 7800 mm （三鷹光器製）

②カメラ Nikon D700
直焦点、露出時間 30秒

測光方法 ステライメージによるアパチャー測光

３．観測結果

３．１ 撮像データ（小惑星 #45）

撮像データは、2815 ﾋﾟｸｾﾙ × 1872 ﾋﾟｸｾﾙ（各ピクセルは 0.34”角）の大きさである。
デジタル一眼レフカメラで得られるデータは、図１のように光の三原色(RGB)フィルター

を通したものであり、①ベイヤー補間(図１の矢印)したカラー画像と②ベイヤー補間してい

ないベイヤー画像(モノクロ)がある。図２はカラー画像を分解して得られるＲ,Ｇ,Ｂ各画像
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図１ デジカメのベイヤー配列 図２ 各画像による測光結果



とベイヤー画像による測光結果を比較したものである。測光した恒星はGSC-ACT40.446(13.8
等級)である。

３．２ 小惑星の測光結果（小惑星 #45）
図３のように、光度は緩やかに暗く(等級が大きく)なる傾向が認められ、およそ光度は12

等級だった。

図３ 小惑星 #45 の光度変化曲線

４．考察

微細な光度変化を捉えることができた

ので、感度は十分と考える。また、露出

時間が短いためか、ダークフレームにノ

イズはほとんど認められなかった。そし

て、図４は、ＩＡＵ小惑星センターのデ

ータである。私たちが観測した日のデー

タはなかったが、既往データから内捜さ

れる値および光度変化傾向と私たちの測

光データはほぼ一致した。

図４ 既往データとの比較

(縦軸は等級、横軸は日付、矢印は観測日)

５．まとめ

デジタル一眼レフカメラは、小惑星の測光観測に使用できる可能性をもつことがわかった。

今後は、一つの小惑星について長期間の観測を実施し、小惑星の自転周期を求めたい。
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